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私たちの衣生活において、最も多く着用されているのは既製服である。しかし、既製服はあらかじめサイズが決められているため、身体への適合度の低い部
位があることや、高年齢になるほど補正を行う割合が増加することが報告 1)されている。近年、企業において、より身体に適合した個人対応的な衣服販売が進
んでいる。そのため、企業側は個人対応のための詳細な体型情報を必要としているが、一方で、消費者側は自己の詳細な身体サイズについて提供できない現状
がある。消費者が感性的にイメージする言葉で自己の体型をとらえ、伝えることが可能となれば、生産者・販売側は個人対応的な衣服設計のためのより有用な
情報が得られると考えた。 
本研究では、成人女子による 3 次元体型に関する感性的イメージ評価から抽出された特徴とサイズなどの物理量との関係を明らかにすることを目的とした。 

調査対象：成人女子 1210 名（平均年齢 42.36 歳、SD 17.75）の 3 次元人体形状計測モデル（前面、左右側面、背面回転可能な画像データ） 
直接人体寸法等（約 100 項目） 

人体計測方法：非接触人体計測器（浜松ホトニクス製 3D-body Line Scanner）を用いて、3 次元人体データ及び身体サイズを自動計測した。 
評価方法：イメージ評価 
評価者：成人女子 23 名（20 代 20 名、40 代 3 名） 
評価項目：「A.全体体型イメージ」6 項目と「B.部分体型イメージ」19 項目の計 25 項目 2)である（表 2 参照）。 

全体体型イメージ 6 項目は「瘦身系、女性的な、理想的な、標準的な、男性的な、肥満系」で「全くそう思わない、ややそう思わない、どちらでも
ない、ややそう思う、非常にそう思う」の 5 段階評価、部分体型イメージ 19 項目は SD 法による 5 段階評価とした。 

分析方法：基本統計  （平均値、標準偏差、単相関） 
     多変量解析 (主成分分析、ward 法によるクラスタ分析） 
＊本研究のデータは，日本学術振興会科学研究基盤研究 （ 2007 年～2020 年ＡとＢ），挑戦的研究（萌芽，2017 年～2019 年），(株)オンワードとの共同研究による JST 平成 29 年度地域産学バリュープログラ

ムと JST 平成 30 年度の A-Step 研究補助金により収集し，衣服設計用のモデルとして構築したものである。 

 
 

 

イメージ評価の主成分分析を行った結果、固有値１以上で
69.861％の累積寄与率を示し、４つの主成分が抽出された (表 2)。 
 

PC１：「全体体型イメージの成分」 

PC２：「肩と背部の成分」 

PC３：「性差による体型イメージの成分」 

PC４：「脚と胴の長さのバランスの成分」 

3－1． イメージ評価と主な人体寸法の平均値および標準偏差 
 

2．調査方法 

１．はじめに 

3－2．イメージ評価における主成分分析  

表 2 イメージ評価の主成分負荷量 

PC1 PC2 PC3 PC4
-0.945 -0.193 0.120 0.008
-0.680 0.454 -0.486 -0.030
-0.859 0.374 -0.199 -0.041
-0.698 0.380 -0.380 0.044
0.676 0.097 0.520 0.147
0.973 0.115 -0.053 -0.030

1.脚の太さ 細い 太い 0.747 0.387 -0.246 0.185
2.腕の太さ 細い 太い 0.886 0.290 -0.131 0.060
3.身長 低い 高い -0.265 0.458 0.511 -0.146
4.脚の長さ 短い 長い -0.448 0.245 0.431 -0.657
5.胴の長さ 短い 長い 0.187 0.004 -0.011 0.750
6.頭部の大きさ 小さい 大きい 0.724 0.070 -0.003 0.020
7.胸囲の大きさ 小さい 大きい 0.802 0.330 -0.022 -0.193
8.ヒップの大きさ 小さい 大きい 0.742 0.342 -0.210 -0.040
9.肩の傾斜 なで肩 いかり肩 -0.196 0.465 0.427 0.310
10.肩幅 狭い 広い 0.281 0.435 0.552 0.093
11.背部のわん曲 猫背 平背 -0.171 0.567 0.113 0.373
12.姿勢 前傾 後傾 -0.166 0.210 0.084 0.358
13.脚の形 O脚 X脚 0.317 0.203 0.005 0.029
14.胴のくびれ くびれている くびれていない 0.832 -0.181 0.126 -0.189
15.腹部の出具合 出ていない 出ている 0.785 -0.251 -0.057 -0.134
16.ヒップの位置 低い 高い -0.167 0.484 -0.009 -0.414
17.胸の厚さ 薄い 厚い 0.771 0.291 -0.051 -0.226
18.プロポーション
(体の均整)

悪い 良い -0.846 0.426 -0.143 -0.047

19.体のライン 角張った 丸みのある 0.766 0.327 -0.432 -0.137
10.860 2.801 2.015 1.790
43.439 11.205 8.060 7.158
43.439 54.644 62.703 69.861
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3．結果及び考察 

表１ イメージ評価と主な人体寸法の平均値および標準偏差 

mean SD mean SD
痩身系 2.819 0.933 身長 157.024 5.951
女性的な 3.169 0.542 頭長 22.431 1.037
理想的な 2.480 0.694 胸部横径 26.867 1.998
標準的な 2.804 0.649 胴部横径 23.598 2.389
男性的な 2.139 0.433 腰部横径 32.035 2.026
肥満系 2.616 0.992 大腿最大幅/横径 15.261 1.496
脚の太さ 3.263 0.782 下腿最大幅 10.125 0.903
腕の太さ 3.098 0.719 腰部厚径 22.738 2.431
身長 3.173 0.745 背丈 37.736 2.156
脚の長さ 3.072 0.459 背肩幅 38.195 2.171
胴の長さ 3.173 0.268 頸囲 31.222 1.969
頭部の大きさ 3.100 0.353 乳頭位胸囲(ﾊﾞｽﾄ) 84.865 7.210
胸囲の大きさ 3.183 0.732 下部胸囲(ｱﾝﾀﾞ-ﾊﾞｽﾄ) 73.195 6.274
ヒップの大きさ 3.421 0.557 胴囲　(最小ｳｴｽﾄ) 68.214 7.843
肩の傾斜 2.605 0.616 腹囲　(最大腹囲) 82.539 7.843
肩幅 3.228 0.453 腰囲 91.975 5.601
背部のわん曲 2.802 0.515 右腕付根囲 36.903 3.014
姿勢 2.812 0.442 右上腕最大囲 26.711 2.790
脚の形 2.970 0.484 右肘囲 21.905 1.584
胴のくびれ 2.964 0.933 右前腕最大囲 21.794 1.638
腹部の出具合 3.406 0.900 右手首囲 14.836 0.893
ヒップの位置 3.008 0.496 右大腿最大囲 51.027 4.238
胸の厚さ 3.152 0.790 右膝囲 34.232 2.370
プロポーション 2.780 0.674 右下肢最大囲 33.851 2.466
体のライン 3.279 0.634 右足首囲 20.607 1.283

体重(Kg) 52.121 7.417
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成人女子 1210 名の体型イメージ評価の平均値を用いて主成分分析を行い、4 つの主成分 PCS1～PCS4 が抽出された。主成分得点 PCS1～PCS4 を使用し、
クラスタ分析を行い、「女性的で理想的なプロポーションのよい体型グループ」などの体型イメージの異なる 6 つのクラスタが抽出された。各クラスタの体型
イメージとその人体サイズの特徴を比較した。女性的な体型イメージでは胴囲と腰囲の周径の差、男性的な体型イメージでは肩幅、肩傾斜、体型の充実度に特
徴を示し、痩身系・肥満系の体型の充実度に特徴のある体型イメージでは、身体の各部位の周径の違いに加えて、肩幅で特徴を示した。 
より身体に適合した衣服設計情報を得るためには、従来のサイズだけでなく、3 次元体型での全体のバランスや丸みなどの曲面形状などを感性イメージで把

握することにより、利用することが必要ではないだろうか。 

 

イメージ評価の主成分分析結果による主成分得点を使用し、ward 法による
クラスタ分析を行った。その結果６つのクラスタに分類された。 

 
クラスタ 1：「女性的で理想的なプロポーションのよい体型グループ」 

6 クラスタの中で最も平均年齢が若いグループ 
PCS1、PCS3、PCS4 で負の値、PCS2 正の値を示した（表
３）。 
図１の女性的な、理想的な、標準的な、脚の長さ、胴の長さ、
胴のくびれ、ヒップの位置、プロポーション、表４の 6.7.9.13.
の項目で全体平均との差を示した。  

クラスタ２：「男性的で肩幅が広く脚の短い、体型の充実度の高いグルー
プ」 
PCS1 で強い正の値を示した（表３）。 
図１の複数の人体の周径に関する項目で大きな差がみられ、男
性的な、脚の長さ、肩幅でも差がみられた。表４の 2～5、9
を除く 8～13 の項目に差がみられた。 

クラスタ３：「女性的で胴長傾向かつ下半身の充実度のある体型グループ」 
PCS3 で負の値、PCS4 で正の値を示した（表３）。 
図１の女性的な、標準的な、胴のくびれで全体平均との差が見
られた。胸囲の大きさ、腹部の出具合では全体平均以下であっ
たが、ヒップの大きさ、脚の太さは全体平均を上回った。 

クラスタ４：「高身長で肩幅の広い男性的な体型グループ」 
PCS2、PCS3 で正の値を示した（表３）。 
図１の身長、肩の傾斜、肩幅、表 4 の 1.10.14.の項目で全体平
均と大きな差を示した。  

クラスタ５：「低身長で腹部の充実度が高く、なで肩かつ猫背傾向の体型グ
ループ」 

      ６クラスタの中で最も高齢なグループ 
PCS1 で正の値、PCS2 で強い負の値を示した（表３）。 
図１の身長、肩の傾斜、肩幅、背部のわん曲、腹部の出具合、
表４の 1.9.14.の項目で全体平均との差がみられた。また、胴
囲と腰囲の周径の差が小さい。 

クラスタ６：「肩幅が狭く体のラインの角張った、最も体型の充実度の低い
体型グループ」 

  PCS1、PCS2 で強い負の値を示した（表３）。 
図１の複数の周径に関する項目、体のラインで全体平均との大
きな差を示した。 

 

PCS1 PCS2 PCS3 PCS4 Age
クラスタ１（N=150） -0.807 0.750 -0.603 -1.052 27.30
クラスタ２（N=177） 1.429 0.239 0.280 0.359 49.63
クラスタ３（N=277） -0.271 0.203 -0.737 0.600 36.02
クラスタ４（N=210） 0.050 0.864 0.981 -0.049 37.98
クラスタ５（N=213） 0.543 -1.131 -0.333 -0.195 61.45
クラスタ６（N=183） -1.000 -0.827 0.600 -0.109 40.10

クラスタ1クラスタ2クラスタ3クラスタ4クラスタ5クラスタ6 全体平均
1.身長（㎝） 159.01 155.30 156.28 161.94 151.85 158.58 157.02
2.体重（kg） 50.47 61.20 49.95 56.14 50.37 45.40 52.12
3.胸囲（㎝） 82.35 94.05 81.93 87.13 86.23 78.31 84.87
4.胴囲（㎝） 63.75 78.50 65.10 68.98 71.55 61.89 68.21
5.腰囲（㎝） 90.70 98.63 90.85 94.02 91.39 86.62 91.97
6.胸囲-胴囲（㎝） 18.60 15.55 16.83 18.16 14.68 16.42 16.65
7.腰囲-胴囲（㎝） 26.95 20.13 25.76 25.04 19.84 24.73 23.76
8.BMI 19.950 25.402 20.441 21.412 21.839 18.033 21.156
9.背丈/身長 0.233 0.246 0.238 0.236 0.249 0.239 0.240
10.背肩幅/身長 0.237 0.252 0.241 0.244 0.248 0.239 0.243
11.右上腕最大囲/右袖丈 0.485 0.577 0.511 0.512 0.529 0.461 0.513
12.右大腿最大囲/前股点 0.731 0.846 0.772 0.755 0.767 0.684 0.760
13.前股点/身長 0.439 0.420 0.425 0.433 0.422 0.435 0.428
14.右肩傾斜（度） 23.977 23.336 23.710 21.349 26.276 23.753 23.737

3－3．クラスタ分析による体型イメージの分類 

４．総括  
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表 3 クラスタ別主成分得点と年齢の平均値と標準偏差 

表 4 人体サイズの平均値と全体平均値 

図 1 イメージ評価の平均値と全体平均との差 

各クラスタの体型イメージ及び人体サイズから、女性的な体型イメージで
は胴囲と腰囲の周径の差が大きい傾向がみられ、男性的な体型イメージでは
肩幅、肩傾斜、体型の充実度に特徴がみられた。痩身系・肥満系の体型の充
実度に特徴のある体型イメージでは、身体の各部位の周径の違いに加えて、
肩幅で特徴を示した。 
 


